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中学校新 入 生 向け の 数 学 基礎学 力調査 コ ー ス ウ ェ ア の 開 発 と実施
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　数学科 に お い て は， 中学校 入 学段 階 で 基 礎 学 力 の ば らつ き がか な り大 きい 。 本研 究で は ，

目黒 区教 育 会数 学研 究 部 で 開発 した数 学 「基礎 学 力調 査 」 の 問題 を もとに した CAI コ
ー

ス ウ ェ ア を 開発 し，そ の 学習記 録 か ら本校 生徒 の 学 力の 特徴 を求め た 。
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1 ．は じめ に

　本校 の 新入生 に 対 し， 4 月 の 段 階 で 好きな

教 科嫌 い な教科 を調 べ た と こ ろ ，約半数 の 生

徒が 嫌 い な教科の 第 1 位を算数 ・数 学 と し て

い る 。 さ らに 「算数 が 好きで は な か っ た 人一

とい う質 問をす る と ク ラ ス の ほ とん どが手 を

挙げる状況 で あ っ た 。 生 徒は 中学校に 入 学 す

る段 階に お い て
一
数 学が嫌 い 」 とい う意識か

らス ター トして い る こ と に な る 。

　 この よ うな状況 に おい て ，生 徒の 基 礎 学力

の 実態を把握 する 二 とは ，そ の 後の 授 業展 開

に お い て 重要な こ とで あ る 。 目黒区で は ，こ

れ まで に も，新入 生向けの 基礎 学力調査問題

をプ リ ン トで 作成 し，区内全 校 で 実施 して き

た
（1）

。 事後 に は 正 答率 や 主な誤 答例 な どを集

計 して い る 。

2 ． コ
ー

ス ウ．鎧 ≧旦堕

　 こ れまで に石 出は
（ 2 ＞

生 徒 の 学習意欲や 取 り

組 み の 過 程を分析す る こ とをね らい と した コ

ース ウ ェ ア の あ り方を求め ，開発 と実践 を行

っ て きた 。
こ れ は 学習記録 を分析 す る こ と を

前提 と した コ ース ウ ェ ア 設計 を目指 した もの

だ っ た 。

　今 回の コ
ー

ス 開発の 目的は 以 下の 2 点で あ

る 。

（D 集 計の 作業効率を高め る こ と

　 ペ ーパ ー
で は 大変 な時間 を必要 とす るが ，

教 室 内 LAN の 環 境 で CAI コ
ー

ス ウ ェ ア を

実施す れば学習 記録の 集 計は 大変容易 な こ と

であ る 。

　正 答 率と誤 答 例の 集計 を学習 記 録か ら求め

るこ とが で きる と考え た 。

　 そ の た め コ
ー

ス の 構造 は非常 に 単純 な単線

型で ペ ーパ ー
テ ス トの 問題 をほ ぼ そ の まま，

順に 進 めて行 くよ うな ドリル 型 コ ース と した 。

（2）学 習記録を 生徒の 自己評価 に 活 か す こ と

　学習結 果を即 時 フ ィ
ー ドバ ッ クて き るこ と

は CAI の 利 点の ひ とつ で あ る 。 生徒 が 自ら

自己評価 に 役立 て られ るよ うな資料 を提示す

る よ うに した 。

3 ．学習 記録 よ

　学習記 録の 分析 の なか か ら，ペ
ーパ ー

テ ス

で は 得 られ ない 情 報 が ある こ とが 分か っ た 、

（1）誤答 の 変容 が わ か る こ と

　誤答 した ときの 再入力が で きる よ うに して
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ある の で ，誤 答 内容が 変容 して い く様子を知

る こ とが で きた 。
ペ ーパ ー

で は結 果 に 対する

正 誤 を教 師が つ け，生徒 が 確認 す る まで に ど

うして もタイ ム ラ グがあ るが ，今回 は 生徒 が

自 ら解決 に 至 る 様子 をみ るこ とが きた 。

に どの よ うな問題 が で るか は 学 習者 に は わ か

らな い 。 対策 と して ，出題 した問題 の 全体像

が わ か る よ うな マ ッ プ を用 意 し，メ ニ ュ
ー

フ

レ
ーム の よ うな形 で 生 徒が 選択 しな が ら学習

を進 め るよ うな コ
ー

ス 設計 も考 え られる 。

（2） 各設問ご との 所 要時間が わか る こ と

　分数の 計算 問題な ど ，
ペ ーパ ー

で あ れば は

じめか ら読 み飛ば して しま う問題 に も， よ く

取 り組ん で い た 。
こ れ ら苦 手とす る 問題 へ の

取 り組 み にか か る時 間 も記録 され る こ と で ，

個 々 の 生徒の 学 習状況 を知 る手段 とな っ た 。

（3） 生徒の 自己評価 の 資料 とな るこ と

　問題 の カ テ ゴ リ
ーごとの 正 誤 を示す フ レ

ー

ム を用 意 した 。 1 時間 の学習 の 終 了時 に 生 徒

がみ るこ とが で きる よ うに して あ る 。

　こ の 結 果か ら生徒 は 自 らの 学習 成果 と弱 点

を知 り，次時 か ら の 学習 へ の 資料 とす る こ と

が で き た 。

（4）筆記 と コ ン ピ ュ
ータ入 力 と の 違 い

　途 中式な どは入 力が難しい た め，計算 した

結 果の み を入 力す る よ うに した 。 そ の た め ワ

ーク シ
ー

トを 利用 し，途 中の 経過 も記録す る

よ うに指 導 した 。

　ま た， 厂合同な図形 を全て 書 きな さい 3 な

ど複 数回 答を要 求す る場合の 入 力方法 で 工 夫

が 必要で あ っ た 。

（5）問題 の 見通 しが きか な い こ と

　今 回開発 した コ ース ウ ェ ア は 単線 型 の ドリ

ル 形式 で あ る 。 順 に 問題が 出題 され るが ， 次

4 ．ま とめ

　 CAI の コ
ー

ス ウ ェ アを 自作 して の 実践 の

問題点と して ，作 成に 膨 大 な時 間が か か る と

い うこ とが叫ばれ た 時期が あ っ た 。

　確 か に ， 細 か く目標分 析 を し て ，誤 答例を

検 討 し コ
ー

ス ウ ェ ア 化 して い く作 業は多 くの

時 間を要す る 。

　 しか し，そ の 要 した 時間の ほ とん どは コ
ー

ス 作成 とい うよ りは ，そ の 前提 で あ る教材分

析 の ための 時 閭で あ る 。

　今 回 ， す で に研 究 され て きて い る 「基礎学

力調査 問題」 を利用す る こ とで ，個 々 の 問題

の 意 義や 誤 答例 の 分析 ， 過 去の 実施 結果か ら

正 答率 を求め る こ とに よる問題の 難易度 な ど，

多様な分析 がな されて い た 。

　 ワ
ープ ロ な どの 普及 に よ り，

ペ ーパ ー
テ ス

トの 素材 や 図表 が デ ータ化 され て い る こ とが

多 くな っ て い る 。
コ ン ピ ュ

ー
タ で の コ

ー
ス ウ

ェ ア 化 は 大変 容易な環境 が で きて い る。

　 こ の よ うな ペ ーパ ーテ ス トで の 資産 を活 か

した コ ー
ス ウ ェ ア作 りは ， 日常 的な 方法 と し

て ， CA1 を授 業の 流れ の 中に 組み 込 むの に

有効 で あ ると考 え る 。

【参考文献】

〈1＞石 井 良
一

： 「基礎 学 力調査 と指導法」 目黒

区立 中学校 教職員研 究収 録 pp1  
一IL 目黒区教

育 委員 会 ， 1995

＜2》石 出勉 ： rCAI の 学習履歴 分析 を生か し

た学習指導 に 関 する研 究
一中学 校数 学図形の 捲

導 を通 して
一
」 ．東京都 教員 研究生研 究報 告書 ，

1994

一 71 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


